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設問①　２つの会社の企業の概況、事業の状況、企業理念・経営理念・使命、経営者の将来ビジョン、ビジネスモデル・価値創造モデル、経営戦略、財務戦略、中長期経営計画、商品・ブランド情報などについて簡潔にまとめなさい。
（消すこと。）








































設問②　２つの会社について、次の形式の「要約連結財務諸表」を作成しなさい。（消すこと。）
　　Ａ社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［単位：百万円］　　　　
	連結貸借対照表
	2013年度
	2014年度
	2015年度
	2016年度
	2017年度

	
	26年3月期
	27年3月期
	28年3月期
	29年3月期
	30年3月期

	資産合計
	
	
	
	
	

	流動資産
	
	
	
	
	

	当座資産
	
	
	
	
	

	現金及び預金
	
	
	
	
	

	現金及び預金＋有価証券
	
	
	
	
	

	固定資産
	
	
	
	
	

	　有形固定資産
	
	
	
	
	

	　無形固定資産
	
	
	
	
	

	　　のれん
	
	
	
	
	

	　投資その他の資産
	
	
	
	
	

	繰延資産
	
	
	
	
	

	負債合計
	
	
	
	
	

	　 流動負債
	
	
	
	
	

	　　 短期借入金　①
	
	
	
	
	

	コマーシャル・ペーパー ②
	
	
	
	
	

	　　 １年内返済長期借入金・社債 ③
	
	
	
	
	

	　　　リース債務　④
	
	
	
	
	

	　 固定負債
	
	
	
	
	

	　　 長期借入金　⑤
	
	
	
	
	

	　　　社債　⑥
	
	
	
	
	

	新株予約権付社債　⑦
	
	
	
	
	

	リース債務　⑧
	
	
	
	
	

	　 有利子負債合計 Σ ①～⑧
	
	
	
	
	

	　 ネット・デット
	
	
	
	
	

	純資産合計
	
	
	
	
	

	　　資本金
	
	
	
	
	

	　　資本剰余金
	
	
	
	
	

	　　利益剰余金
	
	
	
	
	

	　　自己株式（減算）
	
	
	
	
	

	株主資本合計　①
	
	
	
	
	

	その他の包括利益
累計額合計　②　
	
	
	
	
	

	自己資本合計 ＝①+②
	
	
	
	
	

	新株予約権
	
	
	
	
	

	非支配株主持分
（少数株主持分）
	
	
	
	
	

	負債・純資産合計
	
	
	
	
	



選択した企業の連結貸借対照表に記載のない項目は、行を削除してもよい。（消すこと。）

　　Ａ社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［単位：百万円］
	連結損益及び包括利益計算書
	2013年度
	2014年度
	2015年度
	2016年度
	2017年度

	
	26年3月期
	27年3月期
	28年3月期
	29年3月期
	30年3月期

	売上高
	
	
	
	
	

	売上原価
	
	
	
	
	

	売上総利益
	
	
	
	
	

	販売費及び一般管理費
	
	
	
	
	

	営業利益
	
	
	
	
	

	営業外収益
	
	
	
	
	

	営業外費用
	
	
	
	
	

	　利息費用　（支払利息+社債利息+コマーシャル・ペーパー利息） ①
	
	
	
	
	

	経常利益 ②
	
	
	
	
	

	　　事業利益　＝①+②
	
	
	
	
	

	特別利益
	
	
	
	
	

	特別損失
	
	
	
	
	

	税金等調整前当期純利益
	
	
	
	
	

	法人税等合計
	
	
	
	
	

	当期純利益①：2015年3月以降
（少数株主損益調整前当期純利益）
	
	
	
	
	

	非支配株主に帰属する当期純利益
（少数株主利益）
	
	
	
	
	

	親会社株主に帰属する当期純利益
（当期純利益）　　　（最終利益）
	
	
	
	
	

	その他の包括利益　②
	
	
	
	
	

	包括利益　＝①+②
	
	
	
	
	

	親会社株主に係る包括利益
	
	
	
	
	

	非支配株主に係る包括利益
（少数株主に係る包括利益）
	
	
	
	
	


　　Ａ社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［単位：百万円］　　　
	連結キャッシュ・フロー計算書
	2013年度
	2014年度
	2015年度
	2016年度
	2017年度

	
	26年3月期
	27年3月期
	28年3月期
	29年3月期
	30年3月期

	営業活動によるＣＦ　①
	
	
	
	
	

	投資活動によるＣＦ　②
	
	
	
	
	

	フリー・キャッシュ・フロー　①＋②
	
	
	
	
	

	設備投資による支出合計
	
	
	
	
	

	財務活動によるＣＦ
	
	
	
	
	

	現金及び現金同等物の換算差額
	
	
	
	
	

	現金及び現金同等物の純増加額
	
	
	
	
	

	現金及び現金同等物の期首残高
	
	
	
	
	

	現金及び現金同等物の期末残高
	
	
	
	
	



設問③　２つの会社について、次の形式の「財務分析表」を作成しなさい。（消すこと。）
　　Ａ社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	財務分析表
	2013年度
	2014年度
	2015年度
	2016年度
	2017年度
	５年平均

	
	26年3月期
	27年3月期
	28年3月期
	29年3月期
	30年3月期
	

	収益性分析
	
	
	
	
	
	

	売上高増加率
	―――
	%
	
	
	
	

	最終利益増加率
	―――
	%
	
	
	
	

	ＲＯＥ（自己資本純利益率）
	%
	
	
	
	
	

	　売上高最終利益率
	%
	
	
	
	
	

	　  自己資本回転率
	
	
	
	
	
	

	ＲＯＡ（総資本事業利益率）
	%
	
	
	
	
	

	　売上高事業利益率
	%
	
	
	
	
	

	　　 総資本回転率
	
	
	
	
	
	

	　財務レバレッジ比率
	
	
	
	
	
	

	　売上総利益率
	%
	
	
	
	
	

	　売上原価率
	%
	
	
	
	
	

	　売上高販管費比率
	%
	
	
	
	
	

	　売上高営業利益率
	%
	
	
	
	
	

	財政状態分析
	
	
	
	
	
	

	短期的支払能力分析
	
	
	
	
	
	

	流動比率
	%
	
	
	
	
	

	当座比率
	%
	
	
	
	
	

	長期的支払能力分析
	
	
	
	
	
	

	負債比率
	%
	
	
	
	
	

	自己資本比率
	%
	
	
	
	
	

	利息カバー比率
	%
	
	
	
	
	

	利益対キャッシュ・フロー比率
	%
	
	
	
	
	

	平均負債金利
	%
	
	
	
	
	

	長期運用安定性分析
	
	
	
	
	
	

	固定比率
	%
	
	
	
	
	

	固定長期適合率
	%
	
	
	
	
	

	設備投資対最終利益比率
	%
	
	
	
	
	




[bookmark: _GoBack]








設問④　２つの会社について、次の形式の「企業価値・株価分析表」を作成しなさい。（消すこと。）
　　Ａ社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	企業価値・株価分析表
	2013年度
	2014年度
	2015年度
	2016年度
	2017年度
	５年平均

	
	26年3月期
	27年3月期
	28年3月期
	29年3月期
	30年3月期
	

	親会社株主に帰属する当期純利益（当期純利益　2015年3月以前）
（最終利益）　（百万円）
	
	
	
	
	
	

	最終利益増加率（％）
	―――
	%
	
	
	
	

	営業利益（百万円）
	
	
	
	
	
	

	事業利益（百万円）
	
	
	
	
	
	

	ＲＯＥ（％）
	%
	
	
	
	
	

	ＲＯＡ（％）
	%
	
	
	
	
	

	株式投資指標
	
	
	
	
	
	

	株価（円）
	
	
	
	
	
	

	
	(2014/3/31)
	
	
	
	
	

	株価上昇率（％）
	%
	
	
	
	
	

	発行済株式総数（株）
	
	
	
	
	
	

	
	(2014/3/31)
	
	
	
	
	

	株式時価総額（百万円）
	
	
	
	
	
	

	有利子負債合計（百万円）
	
	
	
	
	
	

	[bookmark: _Hlk499657408]企業価値（市場評価）（百万円）
	
	
	
	
	
	

	ＥＰＳ（円）
	
	
	
	
	
	

	ＢＰＳ（自己資本）（円）
	
	
	
	
	
	

	ＰＥＲ
	
	
	
	
	
	

	ＰＢＲ（自己資本）
	
	
	
	
	
	

	株式益回り
	%
	
	
	
	
	

	配当金（総額）（百万円）
	
	
	
	
	
	

	ＤＰＳ（円）
	
	
	
	
	
	

	ＰＤＲ
	
	
	
	
	
	

	配当利回り
	%
	
	
	
	
	

	配当性向
	%
	
	
	
	
	

	内部留保率
	%
	
	
	
	
	

	サステナブル成長率
	%
	
	
	
	
	












設問⑤　短いタイトルをつける
企業分析と経営比較のために準備した設問②および③の収益性分析・財政状態分析の数値を使いながら、２つの会社を企業分析し、かつ経営比較を行いなさい。分析および説明においては、表計算ソフトを使用して、適宜、各種のグラフを作成し、グラフィカルに分析、説明すること。
（グラフによる分析では、折れ線グラフや棒グラフなどを使い、時系列分析や企業間比較を行うこと。）

· 分析するグラフ・図表は、質の高い図表の量・数とその分析が多いほど、レポートの評価は高くなる。
（消すこと。）




































設問⑥　短いタイトルをつける
設問②③④の数値を用いて、２つの会社について、利益、その他の会計数値及び指標と株価の関係を分析しなさい。（消すこと。）















2
